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はしがき 
 

木原均博士は、ふとした疑問を観察と実験を通して確かめて解決する「小さい実験」

の面白さ、大切さを説いています。木原記念こども科学賞はこの教えを源流として、

こども達に、身の回りの不思議に自ら仮説を立て、自分の目で見、自分の手を動かし

て確かめるという「科学」の手法で取り組んでもらおうというものです。 

こども達が、日々の生活の中では自然の営み、生命の仕組みに目を向ける機会が少

なくなっている中で、自然の不思議や生き物の巧みさに素朴な疑問とともに向き合い、

その疑問に小さい実験で取り組むこと、科学でひもとくことは、多感な時期の大切な

チャレンジとして大事にしていただきたいことの一つです。科学の世界においてはそ

うしたチャレンジの積み重ねこそが、今や誰もが耳にしている iPS 細胞や再生医療と

いった最先端の科学を生み出す原動力、といっても言い過ぎではありません。 

こども達にとって、受賞の有無にかかわらず、この賞の存在と選考の先生方の講評

や励ましの一言が生命に目を向け科学するきっかけとして、あるいはそれを続けるこ

との後押しになればこんなにうれしいことはありません。 

今年もすばらしい作品を多数お寄せいただきました。作品をお寄せいただいた方々、

応募へと導いていただいた学校あるいは家族の皆様方、そしてご後援をいただいた関

係団体の皆様方に、この場を借りて感謝申し上げます。また選考委員の先生方には学

校業務等でご多忙にもかかわらず、この賞の応募作品を熟読し、熱心にご討議いただ

きましたことに、篤く御礼申し上げます。 

２０１５年１２月 

選考委員会委員長 

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 

常務理事  小田 祥二 

木原 均博士について 

 木原 均博士（1893～1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大学

教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索

に出かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの

業績を挙げられました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、

1948 年には文化勲章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選

手団長を２度つとめるなど、「スポーツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木

原生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。

旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となって市民に親しまれています。晩年は、日常

生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」を楽しまれました。 
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受賞者一覧    

小学校低学年の部              応募総数  ９８作品 

最優秀賞（該当作品なし）    
    

優秀賞（２作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

めざせ!!アサガオはかせ 井坂 竪希 関東学院六浦小学校 １年 

セミの鳴き声調べ ～八年

間の記録からわかること 
 金指 遼 洗足学園小学校 ３年 

    

努力賞（４作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

めいろできょうそう  

ダンゴムシとワラジムシ  

オスとメス 

星原 大輝 横浜市立藤の木小学校 1 年 

ツマグロヒョウモンのかん

さつ 
野口 与夢 相模原市立陽光台小学校 ２年 

ジグモのひみつ 幸田 紘明 
横浜市立長津田第二小

学校 
２年 

店で売られている野さいや

果物の種の研究 
志村 美璃 聖ヨゼフ学園小学校 ３年 
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作品を読んで 

選考委員 平賀 裕嗣 (横浜市立港南台第二小学校教諭) 

 

今年も皆さんが応募してくれた多くの作品と出会えることを、とても楽しみで

心待ちにしていました。応募作品に一つ一つ目を通していると、皆さんのすばら

しい探求心と独創性、継続的な努力に感心しました。また、生き物に対する興味

や愛着をとても感じることができました。作品をつくった皆さんは、みんな小さ

な科学者のようで、研究を楽しんでいる様子が目に浮かびました。 

今回は、低学年部門で最優秀賞の人は残念ながらいませんでした。 

次回は、最優秀賞を目指して頑張ってほしいと思います。 

その中で優秀賞に輝いた「めざせ!!アサガオはかせ」の作品は、アサガオとヨ

ルガオの名前の違いを花を咲かせて検証したいという思いから、実際に種まきを

します。そして、葉やつる、つぼみや花の観察をしていきます。 

やがて花に着いた水滴による色の変化に気づき、幻の黄色いアサガオに発展し

ていきます。大学教授に手紙を出したり、花の開花時間を制御しようと実験した

りします。また、押し花作りやアサガオ染めも体験します。アサガオにとても興

味や関心をもって観察し、素敵な研究に高められていました。観察結果も見やす

く工夫されて、分かったことや考えたことも自分なりにまとめられていました。 

もう一つの優秀賞に輝いた「セミの鳴き声調べ～八年間の記録からわかること」 

の作品は、夏にどんなセミがいつ鳴くか、天気や気温と関係付けながら膨大なデ

ータから読み取ります。また、鳴き初めや鳴き終わり、聞こえた日数からセミの

種類による鳴き分けやセミが多く鳴く年を調べ、気温と関係付けて考察していま

す。データから自分なりの考えをもって、しっかりと考察できていました。また、

観察の様子がグラフや表に見やすく丁寧にまとめられていました。両作品とも、

低学年とは思えないような力作でした。 

 普段過ごしている日常の中で、自然の中にいる動植物に興味や関心をもって触 

れ合い、「なぜだろう」、「どうしてだろう」と思える皆さんの熱心な作品に、今 

回多くの感動をもらうことができました。これからも自分の気付きや思いを大切 

に、自然と向き合い過ごしてほしいと思います。 
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受賞者一覧    

小学校高学年の部              応募総数 １２２作品 

最優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

アダンソンハエトリのジャ

ンプのナゾ 
藤島 成邦 逗子市立久木小学校 ５年 

    

優秀賞（２作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

貝がらの研究 宮下  恵 聖ヨゼフ学園小学校 ５年 

Asari is a hard worker 

～働き者のアサリ第２報～ 
神谷 恵理 聖ヨゼフ学園小学校 ６年 

    

努力賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

オジギソウの研究 田淵 湊翔 開成町立開成南小学校 ４年 
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作品を読んで 

選考委員 朝倉 友佳 (横浜市環境創造局みどりｱｯﾌﾟ推進部) 

 
今年も生きものとふれあい、たくさんの不思議と発見に出会ったこどもたちの

作品を読むことができ、大変うれしいです。作品を読んでいると、生きものの動

きや事象を楽しそうに観察するこどもたちの顔が浮かんできます。どの作品もす

ばらしく、優秀作品を選ぶのはとても苦労します。その中でも、実験の目的にあ

った調査・観察の仕方をしているか、記録や結果を丁寧に整理しているか、結果

をふまえ自分の考えをまとめることができているか、に特に着目して選びました。 

最優秀賞の「アダンソンハエトリのジャンプのナゾ」は、体長数ミリメート

ルの小さなクモを根気強く観察し、ジャンプのなぞを解き明かそうとする探求

心あふれるすばらしい作品です。調査結果はグラフや図を使って分かりやすく

整理され、結果に対する自分の考えが加えられており、丁寧なまとめ方とその

分析力が高く評価されました。 

   優秀賞２作品のうち「貝がらの研究」も、二枚貝の大きさや模様の決まりに 

ついてじっくり観察し、丁寧にまとめられたすばらしい作品です。大きさの測り 

方を工夫したり、グラフでデータを比較するなど、どうやったら疑問に対する答 

えが導きだせるか、努力する作者の様子がうかがえました。 

   もう一つの優秀賞である「Asari is a hard worker ～働き者のアサリ第２報 

～」は、昨年行った実験をふまえ、引き続きアサリの浄化作用を調べたものです。 

前回の反省点やそこから生まれた新たな疑問を大切に、実験に取り組んだ姿勢が 

とても良いですね。浄化作用の不思議を追求しようとする作者の熱意が伝わって 

きました。 

不思議に思ったことが１つ明らかになると、また次の不思議が生まれます。そ 

の不思議について、予想を立て、実験や観察をし、自分の考えをまとめる。それ

をくり返すことで、もっとたくさんの不思議が明らかになっていきます。これか

らも探求心にあふれた小さな研究者たちの活躍を期待しています。 
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受賞者一覧    

中学校の部                 応募総数  １８作品 

最優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

めだかの研究 能條 縫悠 海老名市立海老名中学校 １年 

    

優秀賞（２作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

アメリカジガバチの観察 新田 真一 横浜市立田奈中学校 ２年 

辛い「しし唐」はなぜでき

る？ 
海野 慶一朗 小田原市立国府津中学校 ３年 

    

努力賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年 

ネバネバの秘密 Part2 
～納豆菌の意外な効力を調べ

る～ 
永井 さくら 川崎市立御幸中学校 ３年 
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作品を読んで 

選考委員  青木 理（横浜市立末吉中学校校長） 

 

今年もこれだけ熱心に実験・観察に取り組んでいる皆さんの作品を見させてい

ただき、未来に希望がつながるとてもうれしい気持ちになりました。今年の選考

も各委員ごと専門的な基準で審査させてもらい、特に今後につながる発展性の高

い研究と木原記念こども科学賞にふさわしい作品として最優秀賞１つ、優秀賞２

つを選びました。 

 最優秀賞「めだかの研究」は、小さな生物に対する素朴な疑問を自分の手で確

かめてみようとする木原記念こども科学賞の理念に最も沿った内容になってい

ます。はじめから結論ありきの研究ではなく、自分でやってみた中で創意工夫し

て、何とか結果を導き出そうとする熱心な取り組みは科学者の基礎基本の姿勢と

いえます。特に、塩分濃度を変えてめだかの適応力と生存率を調べた観察は「海

で生きられるのか」という最初の疑問に対して、失敗も今後につながる貴重な経

験として前向きに捉えている点がとても素晴らしいと思います。今回の研究がゴ

ールではなく、さらにこれからの取り組みによる新しい発見が期待できる作品で

す。 

次に優秀賞「アメリカジガバチの観察」は、ハチの巣作りからスタートし、限

りない探求心と緻密なデータ収集に研究者としてのすばらしい資質を感じまし

た。研究はハチに関する文献も適切に活用し、考えられる範囲で条件の違いを考

慮し、膨大なデータのもと興味ある考察と新たな発見を驚きをもって記録してお

りとても質の高い研究レポートに仕上がっています。 

 同じく優秀賞「辛いしし唐はなぜできる？」では、身近な野菜の不思議な違い

に関心を持ち、データ収集を根気よく丁寧に行って結果と考察を導いています。

しし唐の先端の形状の違いによって辛い、辛くないの規則性をある程度の確立で

考察しています。この「ある程度」が完璧な数字になっていないところがこの研

究の最も面白い部分で、今後の深化が期待される研究レポートになっています。 

 この３作品以外の作品も、それぞれ研究の基本的な流れがしっかり整った実

験・観察が行われ、レポートもよくまとまっています。特に感心した点は、現在

の情報化社会の中で簡単に研究結果やデータを得られるかもしれないテーマに

対して「まず、自分でやってみる」が貫かれ、これが研究の最初の一歩となり工

夫や改善を試みて、失敗や挫折の中で新しい発見や大きな感動を得ることができ

ているということです。皆さんの今後の自然科学研究での活躍に期待しています。  
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優秀賞要約 小学校低学年の部 

めざせ！！アサガオはかせ 
  関東学院六浦小学校 １年 井坂 竪希 
 

 学校たんけんで、２年生からもらった「アサガオの種」をきっかけに、アサガ

オとヨルガオの名前や育ち方に興味をもって調べ始めた。 
 ５月に種まきをし、育て始めた。その後、花や葉の様子、大きさなどを観察し、

西洋アサガオとも比較した、さらにつるの観察もした。 
 日の出から日の入りまでのつるの成長と日の入りから翌日の日の出までのつ

るの成長を、一週間測定し、グラフに整理した。植物の成長には太陽の光が当た

っていることが必要だと予想していたが、日が沈んでからもつるはたくさん伸び

ていた。また、雨の日や気温が低い日も伸びていたことから、太陽の光を体に蓄

え、それを使って２４時間少しずつ大きくなっていることが分かった。日向と日

陰の育ち方の違いも調べ、太陽の光が必要であることが分かった。 
 花の色にも注目し、実験をした。できた種の観察もした。アサガオの花の染物

にも挑戦した。今年は「この種から、何色の花がさくのかな」とドキドキしなが

ら待ったが、来年は茎を観察して、花の色を予想して楽しみたい。 
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セミの鳴き声調べ 

 ～八年間の記録からわかること 
洗足学園小学校 3年  金指 遼 

 
夏休みにセミの鳴き声調べを始めて、３年目になる。姉のデータも合わせてま

とめた。 ニイニイゼミ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、ヒグラ

シ、クマゼミについて、鳴き声が聞こえた日を気温と天気とともに表にした。寒

い日でも鳴き声は聞こえるが、寒くて雨がやまない日は聞こえないこと、セミの

種類によって鳴き始めや鳴き終わりの時期が違うことが分かった。 
 また、３種類以上のセミが３日以上続いて鳴いている日（「セミしぐれ」と命

名）を年ごとに調べ、表に整理した。２００９年と２０１１年が極端に少なかっ

た。２００９年は冷夏の年であった。２０１１年は冷夏でなかったが、それ以外

の年は猛暑であった。このことから、気温が低い日でもセミは鳴くが、全体的に

暑い日が続かないとセミしぐれは起こらないと分かった。 
 ８年間の記録から、セミの鳴く時期は早くなっていないこと、夏休み中は鳴き

声が重なる期間は長く、特に暑い年ほど長くなることが分かった。 「セミしぐ

れ」の関係が分かったので、もっといろいろ見つけていきたいと思う。 
 

 
 

             

 
「ザリガニのエイブ」横浜市立岡津小学校 1 年 本宮 伊織 
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優秀賞要約 小学校高学年の部 

貝がらの研究 
聖ヨゼフ学園小学校 ５年 宮下  恵 

 
 以前「スナガニ」について研究した。今年は油壺周辺の海岸でカニを探したが

ほとんど見つからなかったが白い貝殻が目立ったので、形や色、模様、大きさ等

の不思議を深く知りたくなり研究した。 
予想：貝殻の大きさや模様には何か決まりがあるのではないか。  
方法：できるだけ壊れていない貝殻を集め、岩場などで生きている貝や食事に

使われる貝殻も参考にした。 
アサリの観察と結果：①上からと横から調べた。殻の外側には、縦と横に模様

（放射彩）がだんだん大きくなり、横模様は突き出ている付近（殻頂）に集まる。

内側はお椀のように空洞になるが一部分が厚くなる。 ②違う大きさの貝殻を重

ねて比べると、小さな貝殻の外側の形が大きな貝殻の横模様と重なり、横模様が

成長の跡だと分かった。大きさは、貝殻の長さ（殻高）・幅（殻長）・厚み（１／

２殻幅）・厚い部分をノギスで計った。棒グラフで表すと貝殻の大きさの順番に長

さや幅が小さくなり、折れ線グラフに表すと大きさにかかわらずほぼ同じ形をし

ているが、大小の２つのグループに分けることができた。長さと幅は一定の割合

でほぼ大きくなるが、長さや幅は厚みよりも大きく変化していた。③形や模様を

１つの貝殻で半紙に映し出すと、縦横模様の交わる角度は中央付近の方が９０度

に近く、外側の方が大きい。断面は成長とともにほぼ同じ形で大きくなっていた。 
考察：二枚貝の表面には成長の跡が年輪のように記録され、ややつぶれた形の

楕円形でほぼ同じ形に成長する。これは、中にいる貝の形や成長の仕方に合わせ

て２枚の殻も成長し、ぴったりと閉じることで外敵から身を守れ、身の丈に合っ

た大きさの殻をもつことで、生活や移動にむだのない大きさに成長すると考えら

れる。変化を調べるときにグラフが役立った。 
波に打ち上げられて小さな貝がらにも自然の秘密があることに気付くことがで

きた。 
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Asari is hard worker 働き者のアサリ第２報 

聖ヨゼフ学園小学校 ６年 神谷 恵理 

 

動機：５年生の時に、アサリの水の浄化作用について、牛乳を使って研究した

が時間がかかってしまった。調査報告書にあるアサリ１個体で１４Ｌ／日、約５

００ｍＬ／時間の海水をろ過するかを証明したい。アサリが懸濁物質食性なので、

米のとぎ汁やオレンジジュースを使って再び調べてみた。 

目的と疑問： ①アサリの個数を代えず、コメのとぎ汁の濃度を代えたら浄化

のスピードは違うのか。②アサリは懸濁物質である米のとぎ汁と、懸濁物質のな

いオレンジジュースとで結果が違うのか。 

仮説：①時間がたつにつれ透明度は高くなり、米のとぎ汁の低濃度の方が浄化

スピードは速い。②浄化しない。 

観察・実験の準備：上の部分を切った２Ｌのペットボトル、２５℃の水道水

と海水の元、砂の中にいる状態に近くするための黒い紙袋、元気なアサリ、とぎ

汁、オレンジジュース、ストップウォッチ。 

観察・実験の方法：室温２７℃、ペットボトルにアサリ５個を入れて比較した。

①人工海水９００ｍＬに米のとぎ汁１００ｍＬ、人工海水８００ｍＬにとぎ汁２

００ｍＬ、人工海水８００ｍＬと浮遊物のないオレンジジュース２００ｍＬ。１・

２・６時間後に浄化作用の様子を調べる。透明度が分かるようにペットボトルに

シールをはった。 

結果：２時間ではコメのとぎ汁はほとんど浄化されシールが見えるようになり、

アサリはすべて生きていた。 

６時間では、オレンジジュースのペットボトルに変化はないが、時間とともに米

のとぎ汁は偽糞を出したのか白い濁りが生じていた。 

まとめ：１時間後も２時間後も米のとぎ汁１割の方が浄化のスピードは速い。

アサリ１個のろ過量を計算すると（海水の量÷水がきれいになる時間）÷アサリ

の個数＝（１０００÷２）÷５＝１００ アサリ１個あたり２時間で１００ｍＬ

の海水をろ過し、高い浄化能力がある。米のとぎ汁は浮遊物がある液体なので浄

化されたが、オレンジジュースは浮遊物のない液体で浄化されず、仮説が正しか

ったことが証明された。 

考察：６時間後の結果が少し濁っていたのは、水とアサリのバランスと偽糞、

エアレーション不使用で酸素不足になったと考えられる。アサリは高い浄化能力

を持つが死骸が海を汚すため、適切な漁獲で海水の浄化能力が期待できる。 
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優秀賞要約 中学校の部 

アメリカジガバチの観察 
横浜市立田奈中学校 ２年 新田 真一 

 
自宅（マンション）で軒下につくられたハチの巣を発見、観察を始めた。ハ

チが泥やエサを運んで育室をつくったりしているところを、巣にいる時間と離

れた時間を計り、写真に撮るなどした。博物館の先生にハチの写真を見せて、

アメリカジガバチであることがわかった。また、自宅の近くにアメリカジガバ

チの訪花植物であるヤブガラシが発見された。ハチの巣には多くの穴があくな

どして子どものハチが産まれ、クモに襲われるなどの様子が頻繁に見られた。

成虫が羽化して巣からでるとき、土を湿らせて顎で土を削ってでてくる。しば

らくすると、アメリカジガバチではない別のハチが巣を利用しており、フカイ

ドロバチであることがわかった。フカイドロバチは夜間、育室の中に入って過

ごしていた。さらにフカイドロバチがいないときに、セイボウが産卵をした。

これはクロバネセイボウであった。自分が観察して考えたことが文献などにも

記載されていることがわかり、自分の考えが正しかったことが嬉しかった。 
 

辛い「しし唐」はなぜできる？ 

小田原市立国府津中学校 3 年 海野 慶一朗  

  
しし唐にはまれに辛いものがある。辛くなるのには何か規則性があるのかどう

かを調べるために、しし唐の苗を２本一組でプランターへ植えつけ、次の①～④

のように育てる環境をいろいろ変えて、辛いしし唐が育つ割合を実際に食べて比

べてみた。 
 ①水は毎日与える。日なたに置く。通常時期に収穫する。 
 ②枯れる間際まで水を与えない。日なたに置く。通常時期に収穫する。 
 ③水は毎日与える。日なたに置く。通常より遅い時期に収穫する。 
 ④土が乾く前に水を与える。日かげに置く。通常時期に収穫する。 
＜結果＞収穫した実に通常の形のものと、先が尖った形のものがあることがわか

った。そして、どの環境でも尖った形のしし唐に辛いものが多く含まれており、

環境による辛さの違いはあまりみられないことがわかった。尖った形のものは通

常のものより２～３倍の確率で辛いものが存在し、完熟したものは通常のものよ

り辛くなることがわかった。 
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アダンソンハエトリのジャンプのナゾ 
逗子市立久木小学校 5 年 藤島 成邦 

 

最優秀賞 

13



 

 

14



 
 

 

15



 

 

16



 
 

 

17



 

 

18



めだかの研究 
海老名市立海老名中学校 1 年 能條 縫悠 

 

 

最優秀賞 
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 木原記念こども科学賞  
テーマ 動物や植物の不思議や 

    生きものとのふれあい  

 

 

  応募されるみなさんへ  

            
 １．実験や観察のまとめかた  
■実験や観察を始めたきっかけを書きましょう 

・どうして観察や実験をしようと思ったか 

 

■実験や観察のしかたを書きましょう 

・どのような計画をたてたか 

・どんな材料を使ったか 

・なにをどのように実験し、観察したか 

・どのように調べたか 

 

■記録をとりましょう 

・観察したことや実験の結果を記録しましょう 

 スケッチをするとより正確な観察ができます 

 また観察したことがほかの人にもよくわかりま    

す 

・日にち、時刻天気、長さ、大きさ、重さ、早さなど

を正確に記録します。色、手ざわり、音、におい、

味なども記録しておきましょう。 

 

■記録や結果を整理しましょう 

・表にまとめてみる 

・グラフをつくってみる（折れ線グラフがよいか、棒

グラフがよいかも考える） 

 

■発見したことやわかったことを書きましょう 

・観察や実験をしてあなたが発見したことやわかった

ことを書きます。これが全体のまとめになります 

 

■最後に感想を書きましょう 

・感想、意見、疑問、これからしてみようと思うこと

などを書きます 

・参考にした本、雑誌、図鑑などを最後にかきます 

・指導していただいた方の名前も書きましょう

  ２．感想文の書き方       
■最初に、自分で書こうと思ったことについて考えま

しょう 

・調べるときは、参考書、百科事典、図鑑などが役に

立ちます 

 

■文章を書き始めます 

・表題と自分の名前を書きます 

・次に、感想文を書こうと思ったきっかけを書きまし

ょう 

・続けて、調べたことや自分の考えを順序よく書きま

す 

・このとき、調べたことと自分の考えとをはっきり区

別しましょう 

・自分の考え（感想）を書いて、しめくくります 

 

■ひととおり書き終わったら、次のことを考えながら

読みなおしましょう 

・書きたすことはないか 

・削るところはないか 

・書く順序はよいか 

・字が間違っていないか 

・書き表し方はよいか 

 

■表題が内容をよくあらわしているかどうか 

・もう一度見直しましょう 

 

■感想文の最後に 

・調べた本、辞典、図鑑などを書きます 

・指導していただいた方の名前を書きます 
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第２４回（２０１６年） 

木 原 記 念 こ ど も 科 学 賞 

作 品 募 集 の お 知 ら せ 

コムギの遺伝学で世界的に有名な木原均博士は、道ばたの草から大発見！ 

博士は、学校へ通う途中で採集したスイバのつぼみを顕微鏡で調べて、高等植物にもオスと

メスを区別する染色体があることを、世界で初めて発見しました。 

 私たちの身のまわりには、動植物のいのちの不思議がたくさんあります。わかっているよ

うでわからないことが、まだまだたくさん残されています。 

 動物や植物について、おもしろいな、不思議だな、どうしてかなと思ったことを、さあ、

あなたも作品にまとめて、「木原記念こども科学賞」に応募しませんか。 

主 催：公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 

後援(予定)：神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、 

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 

【募 集 要 項】 
1. 課  題：「動物や植物の不思議なことや生きものとのふれあい」についての感想や 

観察、調査、実験。※生きものと関係のない課題は受付けられません。 

2. 対  象：神奈川県内の小・中学生の個人またはグループ 

3. 募集締切：９月下旬（予定）。詳細は募集案内（６月頃学校に送付）をご覧下さい。 

4. 応募方法： 

① 作品の大きさは A3 判（297mm×420mm）までとし、枚数に制限はありません。 

② 応募する作品には、観察や調査、実験に至った動機、参考にした図書やインターネ

ット情報など（いわゆる「引用」）を必ず明記して下さい。 

③ 作品は、未発表のものに限ります。（他のコンクールとの併願可） 

④ 作品の表紙として指定の『応募用紙』を必ず付けて、「作品名・学校名・学年・名前

（フリガナ）」を記入して下さい。 

⑤ 応募用紙を付けた作品のコピー（A4 判：210mm×297mm：拡大・縮小可、但し作品

１枚ずつをコピー）を１部添えてください。 

⑥ 学校応募・個人応募どちらも可。学校応募の場合は、「応募作品一覧表」に必要事項

を記載してお送りください。 

5. 選  考：主催者が委嘱する選考委員により選考を行います。 

6. 入選作品の発表と表彰式：１２月（予定） 

素晴らしい作品には、最優秀賞、優秀賞及び努力賞を贈り表彰します。尚、入選作品

の発表は書面にて行います。（学校応募の場合は学校に、個人応募の場合は個人に送付

いたします。また、後日、当財団のホームページにも掲載します。） 

7. 応募作品は、原則としてお返しします。 

8. 送付先および問合わせ先：  （公財）木原記念横浜生命科学振興財団 
〒230-0045 神奈川県横浜市鶴見区末広町 1-6 

Tel．045（502）4810 Fax．045（502）9810 

E-Mail．yamabosi@kihara.or.jp 

“生きものの不思議” 
身近な動物や植物の不思議を 

観察してみよう・調べてみよう・考えてみよう 
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第２３回(２０１５年)木原記念こども科学賞の選考結果 

 

      選考部門 最優秀賞 優秀賞 努力賞 計 応募数 

小学校低学年(1～3 学年)の部 0 2 4 6 98 

小学校高学年(4～6 学年)の部 1 2 1 4 122 

中学校の部 1 2 1 4 18 

計 2 6 6 14 238 

      （参考 過去の選考結果） 

    

 

最優秀賞 優秀賞 努力賞 応募総数 

第 １ 回（１９９３年） 4 10 12 26 

第 ２ 回（１９９４年） 9 15 38 62 

第 ３ 回（１９９５年） 2 10 31 121 

第 ４ 回（１９９６年） 3 8 15 122 

第 ５ 回（１９９７年） 3 8 21 161 

第 ６ 回（１９９８年） 3 9 23 192 

第 ７ 回（１９９９年） 3 10 15 160 

第 ８ 回（２０００年） 3 11 17 215 

第 ９ 回（２００１年） 3 10 16 193 

第１０回（２００２年） 3 8 19 300 

第１１回（２００３年） 3 8 16 260 

第１２回（２００４年） 2 9 16 213 

第１３回（２００５年） 2 6 12 288 

第１４回（２００６年） 3 6 12 236 

第１５回（２００７年） 3 7 12 266 

第１６回（２００８年） 2 6 6 239 

第１７回（２００９年） 3 6 7 224 

第１８回（２０１０年） 2 6 8 253 

第１９回（２０１１年） 2 6 8 211 

第２０回（２０１２年） 2 6 9 196 

第２１回（２０１３年） 2 6 9 556 
第２２回（２０１４年） 3 6 6 238 

 

 

29



第23回木原記念こども科学賞　　応募校一覧

（順不同）

学校応募（５６）

【横浜市立】 長津田第二小学校 【平塚市立】 崇善小学校

あざみ野第二小学校 太洋中学校

榎が丘小学校 【海老名市立】 中新田小学校

岡津小学校 海老名中学校

下野谷小学校 【厚木市立】 厚木第二小学校

境木小学校 上荻野小学校

戸塚小学校 【小田原市立】 桜井小学校

港南台第三小学校 新玉小学校

桜井小学校 国府津中学校

三保小学校 【伊勢原市立】 成瀬中学校

小机小学校 【藤沢市立】 明治小学校

小田小学校 【南足柄市立】 岡本小学校

新鶴見小学校 【横須賀市立】 荻野小学校

新田小学校 【秦野市立】 南小学校

神大寺小学校 【湯河原町立】 吉浜小学校

瀬谷第二小学校 【愛川町立】 菅原小学校

朝比奈小学校 中津小学校

東山田小学校 【葉山町立】 上山口小学校

藤の木小学校 葉山小学校

能見台小学校 【開成町立】 開成南小学校

別所小学校

矢上小学校

嶮山小学校 個人応募（１１）
舞岡中学校 【横浜市立】 榎が丘小学校

【横浜市】 聖ヨゼフ学園小学校 品濃小学校

聖ヨゼフ学園中学校 田奈中学校

関東学院六浦小学校 【相模原市立】 二本松小学校

【川崎市立】 御幸中学校 【南足柄市立】 南足柄小学校

麻生中学校 【伊勢原市立】 石田小学校

【川崎市】 洗足学園小学校 【逗子市立】 久木小学校

【相模原市立】 新磯小学校 【寒川町立】 旭が丘中学校

相武台小学校 【湯河原町立】 湯河原中学校

大野小学校 【鎌倉市】 清泉小学校

藤野小学校 　　横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校

陽光台小学校

矢口台小学校
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第２３回木原記念こども科学賞 

選考委員会委員名簿 

 

 

（順不同・敬称略） 

横浜市立末吉中学校 校長 青木 理 

横浜市環境創造局 担当係長 朝倉 友佳 

横浜市立能見台小学校 教諭 鈴木 勝之 

公立大学法人横浜市立大学 教授 坂 智広 

横浜市立豊田小学校 副校長 菅谷 泰尚 

横浜市立港南台第二小学校 教諭 平賀 裕嗣 

横浜市立末吉小学校 教諭 福田 博章 

洗足学園小学校 教諭 古尾谷 浩之 

逗子開成中学校・高等学校 教諭 金井 由巳 

木原記念横浜生命科学振興財団 常務理事 小田 祥二 
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